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平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

２

楽
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
触
っ
て

み
る
と
結
構
熱
い
気
が
し
ま
す
が
、

火
事
に
な
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

サ
ー
ビ
ス
加
入
者
宅
で
は
、
楽
ビ
ジ
ョ

ン
（
Ｓ
Ｔ
Ｂ
）
を
テ
レ
ビ
台
の
中
に
収
め

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
実

際
に
楽
ビ
ジ
ョ
ン
に
触
っ
て
み
る
と
体
感

温
度
は
高
く
、
熱
い
と
思
い
ま
す
が
、
も

ち
ろ
ん
発
火
す
る
ほ
ど
の
温
度
は
出
て
い

ま
せ
ん
。

こ
の
楽
ビ
ジ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｔ
Ｂ
）
は
、

「
電
気
用
品
安
全
法
」
と
い
う
電
気
製
品

の
安
全
性
を
確
保
し
、
危
険
や
障
害
の
発

生
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律

の
技
術
基
準
を
満
た
し
た
製
品
で
す
。

た
だ
し
、
サ
ー
ビ
ス
加
入
者
宅
の
機
器

設
置
環
境
に
も
よ
り
ま
す
が
、
楽
ビ
ジ
ョ

ン
上
部
の
通
気
口
を
紙
な
ど
で
塞
ぐ
こ
と
、

直
射
日
光
が
当
た
る
所
へ
の
設
置
は
避
け

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
楽
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

普
段
使
用
し
な
い
と
き
は
ス
タ
ン
バ
イ
状

態
（
電
源
ボ
タ
ン
部
に
赤
い
ラ
ン
プ
が
つ

い
て
い
る
状
態
）
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
電
源
が
抜
け
て
い
る

と
、
Ｉ
Ｐ
電
話
の
使
用
が
で
き
な
く
な
る

ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
が
で

き
な
か
っ
た
り
、
楽
ビ
ジ
ョ
ン
の
機
能
向

上
の
た
め
の
信
号
も
受
け
取
れ
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。

超
高
速
通
信
事
業
な
の
に
、
パ
ソ

コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な

い
で
も
速
度
が
遅
い
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
で
す
か
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
つ
い
て
は
、

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
ア
ダ
プ
タ
を
介
し
て
接
続
す
る

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
こ
の
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
ア
ダ
プ
タ

は
Ｉ
Ｐ
電
話
に
接
続
す
る
こ
と
を
主
と
し

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
ア
ダ
プ
タ
を
通

じ
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
速
度
は
８
Ｍ
ｂ

ｐ
ｓ
程
度
と
な
り
ま
す
。

よ
り
高
速
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

す
る
場
合
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

で
す
か
？

現
在
の
機
器
構
成
で
は
通
信
速
度
が
、

数
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
～
８
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
で
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
で
す
の
で
、
そ
れ
よ
り
高
速

の
通
信
速
度
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
る
場
合
に
は
、
別
途
個
人
に
お
い
て
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ル
ー
タ
※
を
購
入
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

一
般
的
な
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ル
ー
タ
を

勝
浦
町
・
上
勝
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
サ
ー
ビ
ス
加
入
者
を
対
象

と
し
た
説
明
会
を
、
平
成
十
八
年
十
二
月
九
日
か
ら
平
成
十
九
年
一
月
二
十
九
日

ま
で
、
町
内
各
地
区
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
共
に
実
施
し
ま
し
た
。

説
明
会
に
は
、
十
六
箇
所
で
約
七
百
五
十
人
の
参
加
が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
か
ら
の
説
明
に
対
し
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
多
数
の
ご
質
問
、
ご
意
見
等
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
説
明
会
の
中
で
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
質
問
の
一
部
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
事
業
者
か
ら
の
回
答
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ１

Ｑ２Ｑ３

地
域
情
報
化
に
つ
い
て

～
説
明
会
で
の
ご
意
見
～



２ IP電話に電話をかける

１「０５０－３４３８」を登録する

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

３

介
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
す
る
こ
と

で
、
20
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
程
度
の
通
信
速
度
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
以
上
の
通
信
速
度
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
い
と
希
望
さ
れ

る
方
は
、
高
性
能
な
パ
ソ
コ
ン
及
び
ル
ー

タ
を
使
用
し
、
レ
ジ
ス
ト
リ
（
Ｒ
Ｗ
Ｉ
Ｎ

値
）
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
各
自
の
責
任

に
お
い
て
慎
重
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ブ
ロ
ー
バ
ン
ド
ル
ー
タ
及
び
無
線
ル
ー

タ
等
の
接
続
概
要
は
地
域
情
報
セ
ン
タ
、

ル
ー
タ
等
機
器
の
詳
細
設
定
に
つ
い
て
は

各
メ
ー
カ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｐ-

Ｔ
Ａ
接
続
確
認
の
と
れ

て
い
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ル
ー
タ
等
は
次

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ht
t
p
:
/
/
w
ww
.
n
t
t
-
west.co.jp/kiki/

co
n
s
u
m
e
r
/f
l
e
t
s
/
voip/index.html

徳
島
や
大
阪
か
ら
発
信
し
て
い
る

デ
ジ
タ
ル
放
送
再
送
信
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

現
在
、
徳
島
の
放
送
局
（
四
国
放
送
１

チ
ャ
ン
ネ
ル
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
・
教
育
２
チ
ャ

ン
ネ
ル
、
総
合
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
及
び
一

部
の
近
畿
広
域
局
（
毎
日
放
送
４
チ
ャ
ン

ネ
ル
、
関
西
テ
レ
ビ
放
送
８
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

に
つ
い
て
は
、
放
送
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

残
り
の
近
畿
放
送
局
に
つ
い
て
は
、
現

在
関
係
機
関
と
の
調
整
中
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
加
入
者
の
家
庭
に
お
い
て
は
、

楽
ビ
ジ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｔ
Ｂ
）
を
通
じ
た
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
、
ま
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
付
き
の
テ
レ
ビ
を
通
じ
た
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
の
視
聴
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。雷

の
と
き
は
、
機
器
の
電
源
を
抜

い
て
お
く
の
が
よ
い
で
す
か
。

光
フ
ァ
イ
バ
を
通
じ
て
電
気
が
機
器
に

流
入
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ン

セ
ン
ト
を
通
じ
て
電
気
が
機
器
に
流
入
し

障
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

気
に
な
る
場
合
は
、
雷
の
間
機
器
の
電
源

を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
お
い
て
も
結

構
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

★
地
域
情
報
セ
ン
タ

Ｎ
Ｔ
Ｔ

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
１
２
０
―
９
６
０
１
３
８

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）９
８
７
７

平
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

※
右
記
以
外
の
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
留
守

番
電
話
で
受
付
し
、
折
り
返
し
て
連
絡
・

対
応
と
な
り
ま
す
。

★
勝
浦
町
総
務
税
務
課

Ｎ
Ｔ
Ｔ

（
４
２
）２
５
１
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

IP電話簡単ダイヤル!!
加入世帯に設置されたIP電話を使って

郡内のIP電話へかける場合に、「０５０－

３４３８」を省略し、IP電話番号の下４

桁のみで電話をかけることができる方法

を説明します。

（１） （オンフック）を押す。

又は受話器を取り上げる。

（２） を２回押す。

※外線ランプが点滅します。

（３）「０５０３４３８」を押す。

（４）ワンタッチダイヤル を押す。

※登録完了すると「ツー」音が聞こえます。

（１）受話器を取り上げる。

※外線ランプが点灯します。

（２）ワンタッチダイヤル を押す。

（３）残りの下４桁「XXXX」を押す。

（４）相手が出たら通話する。

Ｑ４

Ｑ５

短縮

１

１

ワンタッチ
ダイヤルボタン

短縮

オンフック

便 利 な 使 い 方



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

２４

生ごみ処理機への助成

コンポエース 電気式生ごみ処理機
リサイクル推進の為の補助事業

クリーンセンター休止の案内

リサイクルプラザ

現在のクリーンセンターは、施設の老朽化により、コスト的にも維持をしていくことが困難となって

まいりました。

そのため､ 平成19年４月から町内から排出される生活ごみは、外部へ焼却を委託いたします。

立川地区に焼却場を建設して以来、およそ30年の間、住民の方々や地元立川地区の方々にご理解・ご

協力をいただきましたことに心から感謝申し上げます。

また、４月からの外部委託にあたり、処理量(重さ)に応じた経費が必要となりますので、ごみの減量

化、特にごみ量を少しでも減らす工夫や分別収集の取組みにご協力・ご理解をお願いいたします。

なお、クリーンセンターの休止に伴い「可燃ごみ」の直接持ち込みが、４月からできなくなりますの

で､ 通常の指定収集場所へ一度に大量に出さずに分けてお出しください。

【問い合わせ】 勝浦町住民課 （42）1501

クリーンセンター （42）4649

～４月からクリーンセンター休止 焼却業務は外部委託に～

ゴミを減らすため、循環型社会をつくるため、

ごみを分別し、減量化、リサイクル化に

ご協力をお願いします

プラスチック類

今までもピンクの袋に分けて出していただいていましたが、クリーンセンターで処理を行っていました。

４月からはリサイクル工場へ送ることとなります。分別を徹底してくださるようお願いします。

※詳しくは別途ご案内をいたします。

ご注意ください！

従来から 分別しています

アルミ缶・スチール缶

できるだけ

地域の資源化

委員さんの収

集日に出して

ください。

せとものや

電球が混ざり

困っています。

ご注意くださ

い。

ガラスびん

（コンテナによる回収）

古 紙

ボランティアグルー

プ「勝浦を考える会」

の皆さんにより回収

されています。

雑誌にビニールカ

バーがついたままに

なり、困っています。

ご注意ください。

きれいに洗って出していた

だいていますが、トレイにつ

いて「色のついたトレイ」や

「カップめんの器」などが混ざっ

ています。ご注意ください。

ペットボトル 白色トレイ廃天ぷら油

婦人の家・環境改

善センターと町内の

商店（杉屋・寒山商

店・宮本商店）にご

協力をいただいて回

収しています。

！！
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平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

５



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

６

情報を木材・木製品に表示し、表示内容

を認証することで「安心と信頼」の県産材

のブランド化を図るとともに「違法伐採の

木材は使用しない」という政府調達の木材

に求められる「合法性の証明」も行い公共

事業を含め県産材の需要拡大を図ることを

目的としております。

森林を伐採し、流通するには、次の手続

き届け出が必要です。

【問い合わせ】 勝浦町産業建設課 （42）1505

合法木材・県木材認証制度に必要な手続について

県産材を安心して消費してもらうため「産地」や「品質」について製品の

外観では判らない情報を消費者に伝える事が求められています。

普通林を伐採する場合

１．「伐採及び伐採後の造林の届出書」を、伐採を開始する日の90日から30日前までに、その伐

採する森林がある市町村役場に提出しなければなりません。

２．届出の内容が適正な場合、「伐採および伐採後の造林の計画の適合通知書」又、伐採後に森

林以外に転用（1ha 以内）される場合は、「伐採および伐採後の造林の届出書受理通知書」が

交付されます。

３．この「伐採及び伐採後の造林の計画の適合通知書」「伐採および伐採後の造林の届出書受理

通知書」が、合法性および県産認証の証明の為の資料となります。

保安林を伐採する場合

１．「保安林内立木伐採許可申請書」等を事前に、県（徳島農林事務所林務課）に提出しなけれ

ばなりません。

２．申請等の内容が適正な場合、「保安林内立木伐採許可決定通知書」「保安林内立木伐採届出

書受理通知書」が交付され、これが合法性および県産認証の証明の為の資料となります。



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

７

開 放 施 設 生比奈小学校・横瀬小学校・勝浦中学校の

各体育館及び運動場（ナイター施設を含む。）

申請受付日 ３月５日 午前10時

勝浦町スポーツ少年団に加入している各ス

ポーツ少年団

３月５日 午後２時

勝浦町体育協会所属の各クラブ

３月12日 午前10時 その他一般

申 請 場 所 勝浦町教育委員会２階視聴覚室

使用可能日 下表のとおり

（スポーツ少年団及び勝浦町体育協会を優先的に使

用許可しますので、３月12日その他一般で申請さ

れる方は、下表のうち空いている時間帯）

使 用 料 17時から20時…無料

20時から22時…体育館300円/時間・１面

運動場（ナイター施設含む）…700円/時間・

１面又は300円/時間・全面

使用可能者 勝浦町スポーツ少年団

勝浦町体育協会

その他（町内に在住、在勤又は在学する者が10

人以上の団体を構成し、かつ監督者として成人

が含まれること。）

持参するもの 印 鑑

そ の 他 今回の受付は、平成19年４月１日から平成

19年９月30日までの使用期間の受付とし、

受け付けた日数の使用料は全額前納してい

ただきます。なお、今回の受付をしなくて

も、施設の空いている日であれば、使用希

望の２日前までに申請していただければ、

使用可能です。（その場合でも、前納していた

だきます。）

勝浦町立学校施設（体育館・運動場）の使用申請を次のとおり受け付けます。

勝浦町スポーツ少年団組織図（登録のながれ）

（財）日本体育協会

日本スポーツ少年団

徳島県
スポーツ少年団

（財）徳島県
体育協会

徳島県内各スポーツ協会
（軟式野球連盟等）

勝浦町
スポーツ少年団

勝浦町体育協会

各単位スポーツ少年団
（生比奈少年野球クラブ等）

各種スポーツ団体
（勝浦キッズミニバスケット等）

勝浦中学校
体育館 日 月 火 水 木 金 土

８:00～17:00 学校使用のため使用禁止（原則）

17:00～20:00 18:30～使用可 18:30～使用可 18:30～使用可 18:30～使用可 18:30～使用可

20:00～22:00 体協（バスケット）体協（ソフトバレー）
半面使用可 体協（バスケット） 体協（ソフトバレー）

半面使用可

運動場 日 月 火 水 木 金 土

８:00～17:00 学校使用のため使用禁止（原則）

17:00～20:00 陸 協 18:30～使用可 陸協(18:30～) 18:30～使用可 陸協(18:30～) 陸協(18:30～)

20:00～22:00 体協野球 体協野球

生比奈小学校
体育館 日 月 火 水 木 金 土

８:00～17:00 スポーツ少年団 学校使用のため使用禁止（原則） スポーツ少年団

17:00～20:00 生比奈少女バレー ミニバスケット 生比奈少女バレー
・剣道（スポ少） ミニバスケット 生比奈少女バレー

ミニバスケット

・剣道（スポ少）

20:00～22:00 体協バレー
（家庭婦人） 体協バレー（男女） 体協バレー

（家庭婦人）

運動場 日 月 火 水 木 金 土

８:00～17:00 スポーツ少年団 学校使用のため使用禁止（原則） スポーツ少年団

17:00～20:00 ＦＣクレイン 生比奈少年野球 生比奈少年野球 ＦＣクレイン 生比奈少年野球 生比奈少年野球

20:00～22:00

横瀬小学校
体育館 日 月 火 水 木 金 土

８:00～17:00 スポーツ少年団 学校使用のため使用禁止（原則） スポーツ少年団

17:00～20:00 勝浦ＪＶＣ 柔道（スポ少） 勝浦ＪＶＣ 柔道（スポ少） 勝浦ＪＶＣ 勝浦ＪＶＣ

20:00～22:00

運動場 日 月 火 水 木 金 土

８:00～17:00 スポーツ少年団 学校使用のため使用禁止（原則） スポーツ少年団

17:00～20:00 ＦＣクレイン 勝浦タイガース 勝浦タイガース ＦＣクレイン 勝浦タイガース 勝浦タイガース

20:00～22:00

ご不明な点は、勝浦町教育委員会 （42）2515

までお問い合わせください。
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小松島公共職業安定所が出張所となり
徳島･阿南公共職業安定所の管轄区域が変更されます

徳島労働局

ハローワーク（公共職業安定所）の組織活性化を図り、有効かつ効率的な行政サービスを展開するため、

徳島労働局では管内のハローワーク（公共職業安定所）を再編し、小松島公共職業安定所を徳島公共職

業安定所の出張所とします。

併せて、徳島公共職業安定所と阿南公共職業安定所の管轄区域を変更します。

これらの再編は、平成19年３月31日 に実施しますので、雇用保険関係の届出（手続）書類は、再編日

以降、新しい管轄公共職業安定所への提出をお願いします。

管轄区域の変更地域 再編前（19.３.30まで） 再編後（19.３.31以降）

徳島市のうち丈六町、八多町、飯谷町、
渋野町、多家良町、大谷町、北山町、
方上町、勝占町、三軒屋町、西須賀町、
大松町、大原町、論田町、雑賀町 小松島公共職業安定所

徳島公共職業安定所

阿南市のうち羽ノ浦町、那賀川町 阿南公共職業安定所

小松島市、勝浦郡 小松島出張所 (現在の庁舎）

徳島公共職業安定所 徳島市、名東郡、名西郡

徳島公共職業安定所小松島出張所 小松島市、勝浦郡

阿南公共職業安定所 阿南市、那賀郡

１ 小松島公共職業安定所の出張所化（徳島公共職業安定所小松島出張所）

★愛称の「ハローワーク小松島」、所在地、電話番号は変更ありません。

２ 管轄区域の変更について

小松島公共職業安定所の管轄区域の一部が徳島公共職業安定所及び阿南公共職業安定所に変更

となります。

徳島・阿南の各公共職業安定所、小松島出張所の管轄は、以下のとおりとなります。

管轄変更に伴い、以下の各種届出・手続き等については、３月31日(土）以降、新しい管轄公

共職業安定所へお願いいたします。

○雇用継続給付関係各種届出（育児・介護休業給付、高年齢雇用継続給付など）

○各種助成金の手続き（申請等）

※本年３月30日まで小松島公共職業安定所管内にあった雇用保険適用事業所については、各事

業所毎に、新しい雇用保険適用事業所番号を別途お知らせしています。ご確認ください。

〔３月31日以降も、引き続き小松島出張所が管轄安定所となる事業所についても、雇用保険

適用事業所番号が変わります。（小松島公共職業安定所の番号であった3602が廃止されるため）〕

※一部の事業所については、労働保険番号も変更になりますが、雇用保険のシステムと労働保

保険のシステムが連動していないことから、当分の間 (10月頃まで）従来通りの労働保険番

号を使用していただくこととなりますので、ご了承ください。

○新規求人の申込みについても、原則として管轄安定所に手続きしていただくようお願いします。

平成19年３月31日実施

徳島労働局総務部企画室 （088）652－9142

徳島労働局職業安定部職業安定課 （088）611－5383
お問い合わせ先
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で
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民
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催
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れ
、
勝
浦
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は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
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加
し
ま
す

９

国
立
劇
場
開
場
四
十
周
年
記
念
と
し
て
徳
島
県
の
民
俗
芸

能
を
紹
介
す
る
「
阿
波
の
芸
能
」
が
平
成
十
九
年
一
月
二
十

七
日

・
二
十
八
日

の
二
日
間
、
同
劇
場
で
催
さ
れ
ま
し

た
。二

十
八
日
に
は
「
阿
波
の
人
形
芝
居
～
現
代
に
生
き
る
農

村
舞
台
～

」
と
題
し
て
本
町
の
勝
浦
座
が
出
演
し
、「
絵
本

太
功
記

尼
ケ
崎
の
段
」
な
ど
三
演
目
を
上
演
し
ま
し
た
。

巧
み
な
人
形
遣
い
で
満
席
と
な
っ
た
約
八
百
人
の
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
皇
太
子
ご
夫
妻
も
鑑
賞
さ
れ
、

盛
ん
な
拍
手
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
十
月
二
十
七

日

か
ら
十
一
月
四
日

に
開
催
さ
れ
る
第
二

十
二
回
国
民
文
化
祭
に

勝
浦
座
が
出
演
し
ま
す
。

十
月
二
十
八
日

午

後
に
は
「
今
山
農
村
舞

台
」
で
、
ま
た
日
時
は

未
定
で
す
が
「
人
形
と

花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
人
形
文
化
交
流
館
で

も
公
演
予
定
で
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

machikado sanpomichi
まちかど散歩みち

平成19年２月５日 ・６日 、生小体育

館にて地区対抗９人制ミックスバレーボー

ル大会が開催されました。

９チームの参加で白熱した試合がおこな

われました。

結果は 優 勝：山西掛・今山

準優勝：横瀬Ａでした。

９人制ミックス

バレーボール大会結果

地区対抗

国
立
劇
場
「

阿
波
の
芸
能
」
勝
浦
座
出
演
！
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子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
三
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
た
い
と
お

も
い
ま
す
の
で
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん

三
月
の
行
事

六
日

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

十
三
日

イ
チ
ゴ
狩
り
（
詳
し
く
は
広

報
折
り
込
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

二
十
日

お
別
れ
会
（
こ
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
ラ
ン
チ
を
つ
く
ろ
う
）

二
月
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

六
日

・
十
三
日

ひ
な
ま
つ
り
の
準
備

を
し
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
ひ
な
人

形
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、
可
愛

ら
し
い
お
顔
を
書
き
、
飾
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

勝
浦
町
役
場
で
は
、
次
の
と
お
り
、
臨
時

職
員
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

職

種

一
般
事
務
、
看
護
師

看
護
師
助
手
、
調
理
師
等

募
集
期
間

三
月
一
日

～
十
五
日

※
今
回
の
募
集
は
、
候
補
者
の
募
集
と
な
っ

て
い
ま
す
。
臨
時
職
員
の
雇
用
が
必
要
と

な
っ
た
時
に
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
か
た

の
登
録
と
な
り
ま
す
。
必
ず
し
も
採
用
さ

れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

提
出
書
類

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

書
類
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）２
５
１
１

今
月
、
新
た
に
勝
浦
町
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
愛
好
者
が
集
う
組
織
が
誕
生
し
ま
す
。

勝
浦
町
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
団
体
相
互

の
連
携
や
競
技
会
、
講
習
会
を
開
催
し
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ

う
と
い
う
内
容
の
も
の
で
す
。

設
立
会
議
及
び
技
術
講
習
会
を
三
月
十
七
日

、
生
比
奈
小
学
校
体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。

こ
の
企
画
に
参
画
し
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
過
去
に
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
携
わ
っ
た
方
や
興
味
が
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
三
月
行
事

ひ
な
ま
つ
り
の
準
備
を
し
ま
し
た

募

集

メ
ン
バ
ー
を募

集
し
て
ま
す

臨
時
職
員
候
補
者
の

募
集
に
つ
い
て

保育所の臨時保育士と臨時調理員

を募集します。

募集期間 ３月１日 ～９日

職 種 保育士・調理員

募集人員 保育士 若干名

調理員 １人

勤務場所 生比奈保育所および横瀬保育所

勤務時間 ８:30～17:15

(早出遅出勤務あり)

雇用期間 平成19年４月～平成20年３月

提出書類 保育士

履歴書（市販のもの）と

保育士免許のコピー

調理員

履歴書（市販のもの）と

調理員免許のコピー

提出先・問い合わせ

勝浦町福祉課 （42）2511

平成19年度 臨時職員募集

保育所臨時保育士
臨時調理員 募集!!

�
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入

居

者

募

集

町
営
住
宅
・
町
営
単
独
住
宅

町
営
住
宅
が
空
き
室
と
な
り
ま
し
た
の
で

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
次
の
と
お

り
で
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
住
宅
・
戸
数

新
神
谷
住
宅
（
中
山
）

一
戸
分

木
造
平
屋
建
て

３
Ｄ
Ｋ

西
岡
単
独
住
宅
（
西
岡
）

一
戸
分

鉄
筋
二
階
建
て

３
Ｋ

申
込
期
間
（
共
通
）

平
成
十
九
年
三
月
一
日

～

三
月
十
五
日

ま
で
の
間

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

応
募
資
格

（
新
神
谷
住
宅
）

町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
方

ま
た
、
現
在
町
外
に
住
ん
で
い
る
方
で
あ
っ

て
も
入
居
決
定
後
本
町
に
住
所
を
移
し
引

き
続
き
生
活
を
さ
れ
る
方
。

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る
こ
と

（
入
居
者
全
員
の
所
得
が
月
額
二
十
万
円

以
下
）

単
身
者
の
方
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

家
賃
お
よ
び
敷
金
（
家
賃
三
月
分
）
を
支

払
い
す
る
能
力
を
有
す
る
方
。

入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証
人
が
必

要
で
す
。

犬
猫
等
入
居
者
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

（
西
岡
単
独
住
宅
）

町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
方

ま
た
、
現
在
町
外
に
住
ん
で
い
る
方
で
あ
っ

て
も
入
居
決
定
後
本
町
に
住
所
を
移
し
引

き
続
き
生
活
を
さ
れ
る
方
。

家
賃
及
び
敷
金
（
家
賃
の
三
月
分
）
を
支

払
い
す
る
能
力
を
有
す
る
方
。

入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証
人
が
必

要
で
す
。

犬
猫
等
入
居
者
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃

（
新
神
谷
住
宅
）

家
賃
は
、
入
居
者
全
員
の
所
得
額
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
一
ヶ
月
一
九
一
〇
〇
円

か
ら
三
一
七
〇
〇
円
程
度
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
家
賃
は
、
毎
年
所
得
額
に
よ

り
改
定
さ
れ
ま
す
。

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
ヶ
月
分

が
必
要
で
す
。

そ
の
他
、
浄
化
槽
の
管
理
に
関
す
る
費
用

等
は
、
入
居
者
の
負
担
で
す
。
ま
た
共
益

費
が
三
〇
〇
円
必
要
で
す
。

（
西
岡
単
独
住
宅
）

月

額

七
〇
〇
〇
円

共
益
費

三
〇
〇
〇
円

※
そ
の
他
、
単
独
住
宅
の
維
持
・
補
修
に
関

す
る
費
用
は
全
て
入
居
者
の
負
担
で
す
。

入
居
の
時
期
（
共
通
）

平
成
十
九
年
四
月
一
日

（
予
定
）

そ
の
他

・
西
岡
単
独
住
宅
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
期
間
契
約
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
現
在
の
部
屋
の
状
態
で
入
居
可

能
な
方
、
入
居
後
も
町
は
修
繕
等
を
行
わ

な
い
こ
と
を
了
解
の
う
え
、
定
期
借
家
契

約
（
期
間
設
定
）
に
よ
り
入
居
を
希
望
さ

れ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

・
選
考
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
町
町
営
住
宅
設

置
及
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る
。

・
所
定
の
用
紙
を
住
民
課
で
用
意
し
て
い
ま

す
。

★
申
込
受
付
・
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

西岡単独住宅

新神谷住宅
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３月14日 ３月７日

★
遠

足

わ
ん
ぱ
く
教
室
が
最
後
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
春

を
感
じ
な
が
ら
楽
し
い
思
い
出
を
作

り
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
の
状
況
に
合
わ
せ
て
早
目

に
帰
ら
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

場

所

星
谷
運
動
公
園

集
合
時
間

午
前
十
一
時（
現
地
集
合
）

解
散
時
間

午
後
一
時

（
現
地
解
散
）

持
参
す
る
物

お
弁
当･

水
筒･

敷
物･

お
や
つ
等

※
雨
天
時
は
リ
ズ
ム
室
で
保
育
所
の
お

友
達
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
等
を
行
う
予

定
で
す
。

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う

★
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
を
し
よ
う
。

★
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

★
三
月
生
お
誕
生
会
等

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
園
庭
お
よ
び
リ
ズ
ム
室)

対
象
者

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

乳
幼
児
と
保
護
者

★
育
児
相
談
事
業

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

日

時

三
月
三
日

開
場

午
後
五
時
三
十
分

開
演

午
後
六
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

主

催

勝
浦
町
文
化
協
会

勝
浦
町
教
育
委
員
会

町
民
皆
さ
ん
の
芸
能
文
化
の
振
興
を
図
る

と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
発
表
の
場
と
し
て
、

勝
浦
町
芸
能
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多

数
の
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

★
な
お
、
先
着
百
人
に
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
た
し
ま
す
。

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
ト
ラ
ク

タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）
に
つ
い
て

は
、
乗
用
装
置
（
人
が
乗
る
た
め
の
設
備
）

を
備
え
、
国
土
交
通
大
臣
の
形
式
認
定
を
受

け
た
も
の
は
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。

公
道
を
走
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
使
用
実

態
を
問
わ
ず
軽
自
動
車
と
し
て
の
登
録
が
必

要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）１
５
０
３

日
時
・
場
所

六
月
～
九
月
に
か
け
て
、
実
技
試
験
と
学

科
試
験
が
県
内
各
会
場
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

職

種

造
園
な
ど
三
十
種
類

申
し
込
み

四
月
三
日
～
四
月
十
三
日
に
、
徳
島
県
職

業
能
力
開
発
協
会
、
鳴
門
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
、
牟
岐
町
商
工
会
に
て
受
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
職
業
能
力
開
発
協
会

０
８
８（
６
６
３
）２
３
１
６

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車
や
自
動
二
輪
、
軽
自
動

車
な
ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四

月
一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
や
名
義
変
更
の
届
出
を
し
て
い
な
い

方
、
ま
た
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方
は
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
窓
口
で
確

実
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
原
動
機
付
自
転
車

（
一
二
五
cc
以
下
の
バ
イ
ク
）

・
小
型
特
殊
自
動
車

勝
浦
町
税
務
課

（
４
２
）１
５
０
３

・
二
輪
の
小
型
自
動
車

（
一
二
五
cc
以
上
の
バ
イ
ク
）

四
国
運
輸
局
徳
島
運
輸
支
局

０
８
８（
６
４
１
）４
８
１
２

・
軽
自
動
車

徳
島
県
軽
自
動
車
協
会

０
８
８（
６
４
１
）２
０
１
０

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
三
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

お
知
ら
せ

第
二
十
二
回

勝
浦
町
芸
能
大
会

技
能
検
定
試
験
の
ご
案
内

ご
存
じ
で
す
か
？

小
型
特
殊
自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

軽
自
動
車
の
廃
車･

名
義
変
更

は
お
済
み
で
す
か
？
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ち
ょ
っ
と
し
た
出
来
心
が
…

三
月
十
五
日
～
四
月
十
四
日
は
、
少
年

の
非
行
・
犯
罪
被
害
防
止
と
有
害
環
境
の

浄
化
活
動
を
重
点
に
推
進
し
ま
す
。

全
国
的
に
少
年
に

よ
る
重
大
な
凶
悪
事

件
が
続
発
し
、
ま
た
、

子
供
が
被
害
に
遭
う

事
件
も
多
発
す
る
な

ど
、
少
年
非
行
お
よ

び
少
年
の
犯
罪
被
害
の
問
題
は
依
然
深
刻
な

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

例
年
、
春
休
み
か
ら
新
学
期
に
か
け
て
の

時
期
は
生
活
環
境
の
変
化
等
に
伴
い
、
飲
酒
、

喫
煙
等
の
不
良
行
為
や
万
引
き
等
の
非
行
の

増
長
、
家
出
少
年
等
が
福
祉
犯
等
の
被
害
に

遭
う
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

警
察
で
は
、
三
月
十
五
日
～
四
月
十
四
日

ま
で
の
一
ヶ
月
間

家
出
少
年
の
発
見
・
保
護
活
動
の
強
化

福
祉
犯
被
害
少
年
の
発
見
保
護
活
動
の
強
化

福
祉
犯
の
積
極
的
な
取
り
締
ま
り

家
出
・
福
祉
犯
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の

広
報
啓
発
活
動
の
推
進

を
重
点
と
し
て
、
家
出
少
年
お
よ
び
福
祉

犯
被
害
少
年
等
の
発
見
保
護
活
動
を
強
化
し

ま
す
。

家
族
が
、
地
域
の
者
が
、
チ
ョ
ッ
ト

し
た
子
供
の
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
危
険

な
芽
は
早
め
に
つ
み
取
り
ま
し
ょ
う
！

少
年
の
相
談
は

・
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

０
８
８（
６
２
５
）８
９
０
０

・
い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

０
８
８
ー
６
２
３
ー
７
３
２
４

『
お
か
し
い
な
』『
困
っ
た
な
』

と
思
っ
た
ら
、

安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

♯
９
１
０
０

又
は

０
８
８（
６
５
３
）９
１
１
０

小
松
島
警
察
署
は

（
３
２
）０
１
１
０

飲
酒
運
転
追
放
！

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と
は
？

自
動
車
で
飲
食
店
に
来
て
飲
酒
す
る
場
合
、

仲
間
同
士
や
飲
食
店
の
協

力
を
得
て
飲
ま
な
い
人

（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）

を
決
め
、
そ
の
人
は
酒
を

飲
ま
ず
、
仲
間
を
自
宅
ま

で
安
全
に
送
る
運
動
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
！

職
場
の
同
僚
や
友
人
と
複
数
で
飲
食
店
な

ど
に
行
く
場
合
に
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
人

（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
日
の
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
は
、
お
酒
を

飲
ま
な
い
で
、
解
散
後
は
、
お
酒
を
飲
ん
だ

人
を
責
任
を
持
っ
て
自
宅
ま
で
安
全
に
送
り

届
け
ま
し
ょ
う
。

酒
類
を
提
供
す
る
お
店
の
方
へ
！

車
で
来
店
し
た
お
客
に
、
誰
が
ハ
ン
ド
ル

キ
ー
パ
ー
か
確
認
し
、
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー

に
は
ア
ル
コ
ー
ル
類
を
提
供
し
な
い
。
キ
ー

を
預
か
っ
て
下
さ
い
。

三
月･

四
月
の
猟
銃
等
講
習
会
日
程

経
験
者
講
習

３
月
14
日

美
馬
警
察
署

３
月
28
日

小
松
島
警
察
署

４
月
11
日

三
好
警
察
署

４
月
25
日

小
松
島
警
察
署

初
心
者
講
習

４
月
４
日

徳
島
西
警
察
署

※
三
月
は
あ
り
ま
せ
ん

春
の
一
日
を
ゴ
ル
フ
で
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
昨
年
か
ら
始
め
て
い
ま
す
、

町
民
を
対
象
と
し
た
親
睦
ゴ
ル
フ
の

第
二
回
大
会
を
、
次
の
要
領
で
開
催

し
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気

軽
に
各
地
区
の
役
員
に
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

第
一
回
大
会
で
は
、
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
の
な
か
、
八
十
五
名
の
参
加

者
が
親
睦
を
深
め
、
地
区
対
抗
戦
で

は
、
坂
本
・
中
山
合
同
チ
ー
ム
が
栄

え
あ
る
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
さ

て
、
今
大
会
で
は
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が

展
開
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
お
楽

し
み
に
！

開

催

日

四
月
二
十
二
日

開
催
場
所

阿
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
方
法

一
緒
に
プ
レ
イ
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ペ
ア
で
の
参
加
Ｏ
Ｋ
で
す

申
込
期
限

三
月
末
日

※
詳
細
は
役
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
に

参
加
し
よ
う

安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
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①
条
例
制
定
の
背
景

近
年
の
情
報
化
の
進
展
等
に
伴
う
個
人
情

報
の
利
用
が
拡
大
す
る
中
、
国
は
「
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
し
、
個

人
情
報
の
保
護
を
図
っ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
国
等

の
流
れ
を
受
け
、
よ
り
広
範
囲
の
個
人
情
報

に
つ
い
て
、
一
層
の
保
護
を
図
る
こ
と
に
よ

り
個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
及
び
町
民
に
信

頼
さ
れ
る
公
平
で
民
主
的
な
町
政
の
推
進
を

目
指
し
、
昨
年
十
二
月
議
会
に
「
勝
浦
町
個

人
情
報
保
護
条
例
」
案
を
提
出
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

②
条
例
の
概
要

個
人
情
報
に
つ
い
て

こ
の
条
例
で
い
う
個
人
情
報
と
は
、
「
個

人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
そ
の
情
報
に

含
ま
れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述

等
に
よ
り
、
特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
も

の
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
施
機
関

町
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
、
議
会
及
び
病
院
等
町
の
各
機

関
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
権
利
の
充
実

町
民
の
皆
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、

に
掲

げ
た
実
施
機
関
の
保
有
す
る
自
己
の
個
人
情

報
に
つ
い
て
開
示
請
求
権
、
訂
正
請
求
権
、

ま
た
保
護
法
や
条
例
に
違
反
し
て
個
人
情
報

が
収
集
さ
れ
た
場
合
に
は
情
報
の
削
除
、
目

的
外
使
用
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
情
報
の
利

用
停
止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

条
例
の
施
行
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）２
５
１
１

経
済
的
理
由
で
小
・
中
学
校
に
か
か
る
費

用
の
支
払
い
が
困
難
な
家
庭
に
、
学
用
品
費
、

給
食
費
な
ど
を
支
給
す
る
就
学
援
助
制
度
が

あ
り
ま
す
。

受
給
資
格

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課
税
と

な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者
を

希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

四
月
二
日

～
四
月
二
十
日

（
土
・
日
除
く
）

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い
て

は
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
４
２
）２

５
１
５
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

優
秀
な
学
生
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
な
者
に
対
し
て
奨
学
金
を
貸

付
け
し
、
社
会
有
用
の
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
貸
付
け
制
度
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

四
月
二
日

～
四
月
二
十
日

（
土
・
日
除
く
）

貸
付
予
定
者

高
校
生
・
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・

大
学
生
（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

【
奨
学
金
】

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

【
入
学
準
備
金
】

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

①
奨
学
金
貸
付
願
書

②
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

③
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ
る
こ

と
の
証
明
書
（
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
）

⑤
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の
写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
も
あ
り
ま
す

の
で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に
つ
い
て

は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
４
２
）

２
５
１
５
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
障
害
者
自
立

支
援
法
施
行
に
伴
い
障
害
者
相
談
支
援
事
業

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
専
門
員
が
配
置
さ
れ
て
い

る
指
定
相
談
事
業
者
へ
委
託
を
し
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

相
談
内
容

障
害
者
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
お
よ
び
助
言
そ
の
他
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
等
、
必
要
な
支
援

を
行
い
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の

障
害
者
等
の
権
利
擁
護
の
た
め
必
要
な
助
言

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

そ
の
他

右
記
以
外
の
日
時
で
も
電
話
等
の

相
談
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）
４
６
５
２

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

日

時

３月８日

19日

28日

場
所

福祉センター

１階研修室

個
人
情
報
保
護
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
四
月
一
日
施
行

平
成
十
九
年
度

就
学
援
助
制
度

平
成
十
九
年
度

勝
浦
町
育
英
奨
学
金
貸
付
金

に
つ
い
て
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確
定
申
告
は
、

も
う
お
済
み
で
す
か
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
三
月
十
五
日

ま
で
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
は
四
月
二
日

ま
で
で
す
。

期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税
を
さ
れ
ま
す
と
、

本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や
延
滞
税
が
必
要
と
な
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

徳
島
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は
、
三
月
十
五

日

ま
で
「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
（
徳
島
市
山
城

町
東
浜
傍
示
一
）」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
税
務
署

０
８
８（
６
２
２
）４
１
３
１

月 日 対象地区 会 場

３月１日 横 瀬 農村環境改善センター

２日 横 瀬 農村環境改善センター

５日 与 川 内 農村環境改善センター

６日 中 山 中山集会所

８日 坂 本 坂本集会所

９日 坂 本 坂本集会所

11日 全 町 勝浦町役場

13日 全 町 勝浦町役場

14日 全 町 勝浦町役場

15日 全 町 勝浦町役場

※受付時間：午前９時～午後４時

勝浦町の国民健康保険に加入している方は、所得がない場
合でも、申告におこしください。

平成19年度 住民税の所得申告および
所得税確定申告受付会場 お

済
み
で
す
か
？

確

定

申

告
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午前８時～11時まで
※悪天候の場合は18日 に延期します。

場 所 星谷運動公園 駐車場

料 金 家庭の粗大ごみ手数料

１個 500円～1，000円（別表参照）

引き取り先のない特定家庭用機器４品目

（エアコン、テレビ、電気冷凍・冷蔵庫、

電気洗濯機）

運搬料金 １個 2，000円

原則としては、小売店へ引き渡すことと

なっています。

先に郵便局でリサイクル料金をお支払い

のうえ、ご持参ください。

その他 産業廃棄物および事業系廃棄物は、取り扱

いできませんのでご了承ください。

（例）車両、建設廃材、ガスボンベ、農機具、

バッテリー、毒物などの危険なもの

生活様式の多様化により、ごみの量が増加し、

それらを処理する経費も増加してきています。

修理可能な物は修理するなど、廃棄物をでき

るだけ少なくする為のご協力をお願いします。

※ごく一部の会社の製品がこの料金
と違うものがあります。

別に郵便局で手数料が１個につき
100円必要です。

リサイクル料金（標準）

エ ア コ ン 3，675円

テ レ ビ 2，835円

電気冷蔵・冷凍庫 4，830円

電 気 洗 濯 機 2，520円

問い合わせ 勝浦町住民課 (42)1501

勝浦町クリーンセンター
（42)4649

ＩＰ（代）

任期満了に伴う両選挙が、統一地方選挙として執行さ

れる予定です。

みなさんの一票は、今後の地方自治の方向を定めると

いう大切な一票です。

投票日には、必ず投票しましょう。

【投票時間】 平成19年４月８日

午前７時～午後８時まで

【投票場所】

【期日前投票】

選挙当日、仕事や旅行などで町内にいない場合は、

告示日の翌日から選挙前日まで、下記の場所・時間・

月日で期日前投票ができます。

（場所）勝浦町役場住民課内 期日前投票所

（時間）午前８時30分～午後８時まで（土・日曜日も投

票できます。）

（月日）徳島県知事選挙 ３月23日 ～４月７日

徳島県議会議員選挙 ３月31日 ～４月７日

【不在者投票】

県の選挙管理委員会が指定した病院や老人ホームな

どの施設に入院・入所している人は、その施設でも不

在者投票ができる場合があります。事前に病院・施設

等にお申し出ください。なお、不在者投票ができる日

は、期日前投票のできる月日と同じです。

【郵便等による不在者投票】

身体に重度の障害があり、法律に定められた障害の

程度に該当する方は、あらかじめ「郵便等投票証明書」

の交付を受けて、郵便等による不在者投票をすること

ができます。なお、この制度を利用する方で、自ら投

票の記載ができない方は、代理記載制度があります。

ただし、代理記載できる人は、選挙権を有して、あら

かじめ町選挙管理委員会委員長に届出書を提出した方

です。また、投票用紙等の交付の請求は、選挙の期日

前４日までに行う必要がありますので、ご注意くださ

い。

徳島県知事
県議会議員選挙

問い合わせ 勝浦町住民課内

勝浦町選挙管理委員会 （42）1501

施 設 名 地 区

掛谷集会所 石原・沼江・掛谷・山西

勝浦町農村婦人の家 中角・生名

勝浦会館 今山・黒岩・星谷

棚野集会所 久国・棚野・立川

横瀬集会所 中山・横瀬

与川内集会所 与川内

坂本区民集会所 坂本

４月８日 投票日
次のとおり実施しますので、ご協力をお願いします。

日 時 平成19年３月11日

050(3438)7148

家庭の粗大ごみの

回収について
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国民年金だより

平成19年度国民年金保険料 納付額早見表（現金納付・口座振替比較）

平成19年度
1ヶ月分 ６ヶ月分 １年度分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月納付（納付書による現金納

付および翌月末振替の口座振替）
14,100円 ー 84,600円 ー 169,200円 ー

毎月振替 【早割】
（当月末振替の口座振替）

14,050円 50円 84,300円 300円 168,600円 600円

６ヶ月前納（現金振替） ー ー 83,910円 690円 167,820円 1,380円

６ヶ月前納（口座振替） ー ー 83,640円 960円 167,280円 1,920円

１年前納 （現金振替） ー ー ー ー 166,200円 3,000円

１年前納 （口座振替） ー ー ー ー 165,650円 3,550円

平成18年度も残すところあと１ヶ月となりました。

保険料を納め忘れのままにしておくと、老後の「老齢基礎年金」、障害の状態になったときの

「障害基礎年金」、一家の働き手が家族を残して亡くなったときの「遺族基礎年金」が受けられなく

なる場合もありますので、保険料の納め忘れがないかご確認をお願いします。（それぞれの年金を

受けとるには、一定の要件が必要となります。）

納めることが困難な方には、「保険料免除制度」、学生であれば「学生納付特例制度」があります。

詳しいことは、お気軽に社会保険事務所へお問い合わせください。

平成19年度の国民年金保険料は 月額 14,100円

（平成18年度保険料月額13,860円から、240円引き上げ）

便利でお得な口座振替がおすすめです！

「国民年金保険料口座振替納付書（変更）申出書」により、金融機関、郵便局、またはお

近くの社会保険事務所へお申し込みください。

（注１）口座振替での前納の申し込みは①１年度分および上期６ヶ月分（４月分～９月分）の締切日

は２月末までに、また、②下期６ヶ月分（10月分から翌年３月分）の締切日は８月末までです。

（注２）すでに口座振替で前納されている方（引き続き１号被保険者である方）は、毎年お申し込み

していただく必要はありません。

口座振替のお申し込みは

４月に送付される「国民年金保険料納付案内書」を使用して、お近くの金融機関、郵

便局、コンビニエンスストア（一部不可）、社会保険事務所などで納付できます。

（注３）１年・半年以内でも、現金によりご希望月から翌年３月までの前納も可能です。

納付する場所は

平成19年４月からの国民年金保険料

国民年金保険料の納め忘れはありませんか
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国民健康保険被保険者証の

更新をお忘れなく
現在交付している被保険者証は、３月31日で有効期限が満了します。

したがって４月１日以降は、新しい被保険者証でなければ使うことができません。

つきましては、次の日程の通り係員が出向き更新を行いますから、必ず現在使用されている

被保険者証をご持参ください。

なお、被保険者の方で異動（出生・死亡・転入・転出・他の健康保険加入等）があった場合

は、印鑑をご持参のうえ、役場窓口で手続きをしてください。

問い合わせ 勝浦町総務税務課 (42)1503

被保険者証の正しいとりあつかいを知っておきましょう

●住所、氏名、生年月日などに誤りが

ないか確かめましょう。

●裏面の注意事項を

よく読んでおきま

しょう。

※久国地区は勝浦町総務税務課で行います。 ※４月１日以降は勝浦町総務税務課で行います。

月 日 平成19年３月30日
地 区 場 所 時 間 地 区 場 所

石原･沼江
沼江コミュニティ
セ ン タ ー

９:00～９:50 坂 本 坂 本 集 会 所

今山･山西
掛 谷

東とくしま農協
生 比 奈 支 所

10:00～10:50 坂 本
東とくしま農協
坂本事業所跡

中 角
勝 浦 町 農 村
婦 人 の 家

11:00～11:50 与川内
東とくしま農協
与川内事業所跡

黒 岩 勝 浦 会 館 13:00～13:50 横 瀬
東とくしま農協
勝 浦 支 所

星 谷 星 谷 集 会 所 14:00～14:50 中 山 中 山 集 会 所

生 名
生名コミュニティ
セ ン タ ー

15:00～15:50 棚野･立川 棚 野 集 会 所

●被保険者証の記号番号

を確認して、忘れずに

記録しておきましょう。

●被保険者証は他人に

貸したり借りたりし

てはいけません。

●コピーした被保険者

証は使えません。

● 有効期限の過ぎた

被保険者証は使え

ません。期限切れ

のものは更新の手

続きを。

●治療を受けたあとは、

必ず手元に保管して

おきましょう。

（保管の場所を決めておく

と使いやすいです）

国保に加入している

方は、所得がない方で

も申告が必要です。

まだ、平成18年分の

申告を済ませていない

方は、検認の時に印鑑

をご持参下さい。

申告を済ませていな

いと保険税の減額が受

けられませんので、

ご注意ください。

新しい被保険者証を受け取ったら 被保険者証を使用するときの注意



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

20

か
た
り
あ
う

ペ
ー
ジ

私
は
、
「
障
害
者
」
と
い
う
言
葉
に
す
ご

く
敏
感
で
す
。
自
分
の
近
く
で
交
わ
さ
れ
る

会
話
の
中
に
障
害
者
の
話
題
が
出
て
く
る
と
、

耳
を
澄
ま
せ
て
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
私
に
は
自
閉
症
と
い
う
障
害
が

あ
る
兄
が
い
て
、
障
害
者
の
問
題
は
、
ま
さ

し
く
私
自
身
の
問
題
だ
か
ら
で
す
。

兄
は
私
よ
り
一
つ
年
上
で
す
。
こ
の
四
月
、

兄
は
養
護
学
校
の
高
等
部
に
進
学
し
ま
し
た
。

そ
の
学
校
は
家
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の

で
、
兄
は
通
学
用
バ
ス
を
利
用
し
て
通
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
兄
が
一
人
で
バ

ス
通
学
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、

兄
自
身
も
、
私
た
ち
家
族
に
も
、
多
く
の
苦

労
が
あ
り
ま
し
た
。
通
学
バ
ス
の
停
留
所
は

隣
の
町
に
あ
り
、
兄
は
そ
こ
ま
で
自
転
車
で
、

車
の
通
行
が
多
い
、
信
号
が
あ
る
交
差
点
を

通
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

兄
は
そ
の
交
差
点
を
、
一
人
で
通
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

兄
の
進
学
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
私
や
弟
は
、

兄
と
一
緒
に
そ
こ
へ
行
き
、
何
度
も
交
差
点

を
通
る
練
習
を
し
ま
し
た
。
正
直
言
っ
て
、

私
は
、
そ
の
練
習
に
つ
い
て
行
く
の
が
嫌
で

し
た
。
「
も
し
友
達
に
会
っ
て
、
変
な
目
で

見
ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
い
う
不
安
が

い
つ
も
心
の
奥
か
ら
わ
き
出
て
き
た
か
ら
で

す
。
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
の
に

は
、
訳
が
あ
り
ま
し
た
。
高
校
に
行
く
年
齢

の
兄
と
一
緒
に
い
く
は
ず
か
し
さ
も
少
し
は

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
兄
に
対
す

る
周
り
の
差
別
的
な
目
が
、
私
を
不
安
に
さ

せ
た
の
で
し
た
。

私
や
兄
が
ま
だ
小
学
生
の
時
、
兄
は
、
私

の
友
達
に
バ
カ
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
兄
を
バ
カ
に
す
る
一
言
、
私
は
聞
き
た

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
私
は
、
悔

し
く
て
、
悲
し
く
て
、
た
だ
泣
く
だ
け
で
、

何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
兄

の
障
害
の
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
さ
え
で
き

ず
、
差
別
や
偏
見
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で

き
な
い
弱
い
自
分
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、

差
別
の
壁
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、

逃
げ
て
い
た
の
で
す
。

で
も
、
そ
ん
な
私
に
、
勇
気
を
与
え
て
く

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
友
達

か
ら
の
多
く
の
励
ま
し
で
あ
り
、
家
族
の
絆

で
し
た
。
私
の
昔
か
ら
の
友
達
の
中
に
は
、

兄
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
く
れ
る
子
が
い

ま
す
。
兄
が
生
徒
全
員
の
前
で
発
表
し
、
し
ゃ

べ
り
方
が
お
か
し
く
て
笑
わ
れ
て
し
ま
っ
た

時
、
そ
の
友
達
は
「
い
け
る
よ
。
心
配
せ
ん

で
も
い
い
よ
。
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
以
前
兄
を
バ
カ
に
し
て
い
た
友

達
ま
で
も
が
、
兄
が
頑
張
っ
て
い
る
の
を
見

て
、
い
つ
し
か
一
緒
に
励
ま
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

私
が
兄
の
通
学
の
練
習
に
つ
い
て
行
く
と
き

に
、
笑
顔
で
「
が
ん
ば
っ
て
。
」
と
声
を
か

け
て
く
れ
る
友
達
が
い
た
の
で
す
。
そ
の
時
、

私
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
友
達
は
、

兄
の
こ
と
や
私
の
気
持
ち
を
わ
か
っ
て
く
れ

た
か
ら
、
う
そ
偽
り
の
な
い
、
優
し
い
言
葉

を
か
け
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

子
の
励
ま
し
の
お
か
げ
で
、
私
の
不
安
は
少

し
ず
つ
解
消
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

私
の
両
親
は
、
バ
ス
停
ま
で
の
道
を
夜
遅

く
ま
で
相
談
し
、
夜
中
に
車
を
出
し
て
確
認

に
行
く
な
ど
、
時
間
を
か
け
て
考
え
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
仕
事
が
帰
っ
て
疲
れ
て
い
る

時
で
も
、
兄
の
話
し
相
手
に
な
っ
て
気
持
ち

の
面
で
支
え
た
り
、
私
た
ち
兄
弟
に
兄
の
障

害
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
た
り
し
ま

し
た
。
私
は
、
兄
の
た
め
に
毎
日
頑
張
っ
て

い
る
両
親
を
見
て
、
「
私
が
し
っ
か
り
せ
な
。

お
兄
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
行
か
な
。
」
と
強
く

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
兄

は
一
人
で
通
学
バ
ス
の
停
留
所
へ
行
け
る
よ

う
に
な
り
、
元
気
に
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
過
去
の
自
分
を
振
り
返
っ
て
み
て
、

障
害
の
あ
る
兄
が
い
る
こ
と
を
は
ず
か
し
く

思
い
、
そ
れ
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、

私
の
障
害
者
に
対
す
る
差
別
意
識
に
他
な
ら

な
い
の
で
す
。
そ
の
ま
ち
が
い
に
気
づ
く
き
っ

か
け
を
与
え
て
く
れ
た
の
は
、
私
の
友
達
で

あ
り
両
親
で
し
た
。

私
は
、
自
分
の
差
別
意
識
に
気
づ
い
て
か

ら
、
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
つ
い
て

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

兄
の
た
め
に
な
る
こ
と
は
は
ず
か
し
が
ら
ず

進
ん
で
や
っ
て
い
こ
う
、
兄
だ
け
で
な
く
、

人
の
役
に
立
つ
よ
う
な
こ
と
は
自
信
を
持
っ

て
や
っ
て
い
こ
う
、
そ
う
心
に
決
め
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
兄
の
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
、
私

自
身
の
た
め
だ
と
思
っ
た
の
で
す
。
兄
と
の

毎
日
の
生
活
は
、
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
宝
物
と
な
っ
た
の
で
す
。

私
は
今
ま
で
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
、
真

剣
に
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
兄
の
通
学
の
練
習
に
関
わ
っ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
一
つ
の
目
標
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
将
来
、
福
祉
関
係
の
仕
事

に
就
く
と
い
う
目
標
で
す
。
私
は
、
障
害
者

や
高
齢
者
の
方
々
に
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ

れ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
で
す
。
私
に
は
、

私
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
兄
と
の
生
活
を
通
し
て
得
た

も
の
を
生
か
し
、
障
害
者
や
そ
の
家
族
と
悩

み
や
喜
び
を
共
有
し
、
共
に
高
め
合
っ
て
い

く
こ
と
で
す
。
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め

に
、
今
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考

え
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。徳

島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
平
成
十
八
年
度
全
国
中
学

生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会

入
賞
作
品
集
よ
り

兄
か
ら
も
ら
っ
た
宝
物



晴
れ
渡
る
関
東
平
野
を
見
降
ろ
し
て
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
孫
に
会
い
に
行
く

坂
本

菅
内
久
美
子

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
咲
く
富
良
野
路
を
夫
と
行
く
夢
よ
り
覚
め
て
ほ
の
ぼ
の
と
居
る

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

採
り
落
と
せ
し
蜜
柑
冬
草
の
中
に
あ
り
て
色
つ
や
や
か
に
陽
を
浴
び
て
お
り

坂
本

木

下

茂

子

腰
痛
を
訴
え
る
兄
の
そ
の
姿
見
る
た
び
ご
と
に
亡
父
に
似
て
く
る

立
川

堀

梅

子

さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
秘
め
て
書
き
終
え
し
十
年
日
記
静
か
に
閉
じ
る

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

山
林
の
地
籍
調
査
の
日
が
決
ま
り
久
方
ぶ
り
の
地
下
足
袋
を
履
く

棚
野

島

つ
と
む

焼
き
鮎
の
お
頭
付
き
を
食
べ
て
い
る
犬
も
お
祭
り
家
族
で
す
か
ら

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

山
道
で
出
会
い
し
こ
と
の
あ
る
鹿
か
柚
子
採
る
今
日
も
遠
鳴
き
を
聞
く

横
瀬

廣
安
美
枝
子

今
年
一
年
締
め
括
る
文
字
「
命
」
な
り
長
く
引
か
れ
し
最
後
の
一
画

横
瀬

日

下

克

子

Ｃ
Ｔ
は
生
き
た
る
ま
ま
の
柩
の
ご
と
指
示
さ
る
る
ま
ま
息
を
と
め
い
る

坂
本

山

口

昭

市

初
詣
で
の
行
き
交
う
車
に
〆
飾
り
付
け
た
る
数
も
少
な
く
な
り
ぬ

中
山

猪
谷
喜
美
代

満
席
の
講
師
は
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
交
じ
え
つ
つ
笑
わ
せ
上
手
の
二
時
間
過
ぎ
る

中
山

溝
内
喜
美
代

山
峡
に
コ
バ
ル
ト
の
空
広
が
り
て
飛
行
機
雲
は
真
っ
す
ぐ
伸
び
る

横
瀬

丸

関

朋

子

弟
の
十
三
回
忌
に
招
か
れ
て
読
経
の
後

う
し
ろ

で
膝
崩
し
居
る

横
瀬

林

と
み
え

暖
冬
の
パ
ワ
ー
感
じ
つ
つ
陽
を
浴
び
て
膨
ら
む
子
等
の
布
団
を
し
ま
う

与
川
内

植

松

寄

子

夢
捨
て
ず
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
置
く
場
所
神
棚
に
替
え
い
る
夫
よ

横
瀬

桜
木
千
代
子

槙
垣
に
烏
瓜
真
紅
に
点
り
い
て
ぼ
ん
ぼ
り
の
ご
と
風
に
揺
れ
お
り

中
山

栗

城

絹

冬
空
に
小
さ
く
光
る
星
あ
れ
ば
幼
く
逝
き
し
孫
に
想
わ
る

棚
野

田

中

茂

子

忙
し
き
日
々
を
賜
う
は
幸
せ
と
思
う
老
い
な
り
新
し
き
年
に

棚
野

殿

川

早

苗

街
灯
の
届
か
ぬ
細
き
道
な
れ
ど
月
は
ひ
と
り
の
た
め
に
照
ら
す
よ

棚
野

田

中

久

子

星
影
の
ワ
ル
ツ
を
歌
う
同
窓
会
今
年
も
逢
え
て
話
盡
き
ざ
り

横
瀬

平
山
美
千
江

父
母
恋
う
る
納
屋
も
畑
も
石
積
み
も
帰
省
の
姉
妹
は
話
の
盡
き
ず

坂
本

平

尾

智

男

凍
る
朝
吾
を
待
ち
い
し
番
犬
が
尻
尾
振
り
つ
つ
し
き
り
に
吠
え
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

願
い
ご
と
し
て
孫
が
寝
し
ク
リ
ス
マ
ス
適
え
て
や
れ
る
準
備
整
う

中
山

山

下

房

雄

百
年
を
生
き
来
し
父
が
仰
ぎ
見
る
お
ぼ
ろ
月
は
遠
く
霞
み
て

生
名

岩

本

敏

子

薄
墨
の
ご
と
く
優
雅
な
五
位
鷺
は
悠
然
と
し
て
浅
瀬
に
降
り
る

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

人
生
は
苦
を
苦
と
せ
ず
に
頑
張
れ
ば
楽
は
後
か
ら
追
か
け
て
来
る

横
瀬

西

蔭

達

男

梅
の
香
の
漂
う
庭
に
佇
み
て
来
し
方
偲
ぶ
年
寄
り
夫
婦

中
角

花

岡

福

枝

勝
浦
歌
壇
回
顧

松

並

武

夫

勝
浦
で
生
ま
れ
、
勝
浦
で
育
ち
、
勝
浦
で
歌
を
創
り
始
め
た
私
は
、

ふ
る
里
勝
浦
の
戦
前
、
戦
中
の
歌
壇
を
知
り
た
い
と
思
い
、
少
し
は
資

料
な
ど
集
め
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風
で
、
家
も

ろ
と
も
資
料
の
す
べ
て
を
流
失
し
て
し
ま
っ
た
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
た

だ
、
流
失
前
に
少
し
は
頭
の
中
に
入
れ
て
お
い
た
戦
前
戦
中
の
勝
浦
の

歌
人
た
ち
の
お
名
前
だ
け
で
も
こ
こ
に
記
録
し
て
お
け
ば
、
い
つ
の
日

か
、
ど
こ
か
で
そ
の
人
た
ち
の
作
品
に
出
会
え
る
か
も
知
れ
な
い
と
思

い
、
こ
こ
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

ま
ず
、
戦
前
戦
中
に
か
け
て
勝
浦
の
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
人
た
ち

に
新
居
嘉
藏
、
西
谷
愛
泉
、
高
木
静
園
（
与
川
内
）
河
野
蘭
渓
、
大
森

あ
い
ぢ
、
新
居
伊
佐
男
、
新
居
知
行
、
美
馬
真
沙
乃
、
福
良
伴
二
（
坂

本
）
谷
蕗
村
（
棚
野
）
氏
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
谷
蕗
村
、
新
居
伊

佐
男
、
美
馬
真
沙
乃
の
三
氏
は
戦
後
も
徳
島
の
県
歌
壇
で
活
躍
し
多
く

の
作
品
を
残
さ
れ
て
い
る
。
谷
蕗
村
氏
は
横
瀬
小
学
校
の
校
長
な
ど
を

勤
め
た
教
育
者
で
、
戦
後
は
俳
人
と
し
て
郷
土
俳
壇
で
同
志
の
育
成
に

盡
く
さ
れ
た
。

さ
て
、
戦
後
の
勝
浦
歌
壇
を
語
る
と
き
必
ず
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
指

導
者
に
、
鳴
門
出
身
の
尾
崎
豊
（
南
浜
漁
老
）
氏
が
あ
る
。
勝
浦
農
業

学
校
の
国
語
教
師
と
し
て
終
戦
直
後
に
赴
任
さ
れ
た
。
尾
崎
豊
氏
は
徳

島
短
歌
界
の
重
鎮
で
、
同
氏
が
勝
浦
に
入
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
県
下
の

有
名
歌
人
の
多
く
が
来
町
、
吟
行
や
歌
会
が
催
さ
れ
た
。
と
く
に
勝
浦

郡
内
の
若
い
歌
人
た
ち
が
同
氏
の
指
導
を
受
け
、
私
も
農
学
校
で
氏
の

国
語
を
学
び
、
時
間
外
に
歌
を
習
っ
た
。
や
が
て
勝
浦
の
歌
人
た
ち
に

よ
っ
て
「
勝
浦
文
化
」
「
や
ま
な
み
文
芸
」
「
横
瀬
短
歌
」
な
ど
の
文
化

雑
誌
や
短
歌
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た
。

こ
こ
で
、
戦
後
の
勝
浦
歌
壇
で
活
躍
さ
れ
た
人
た
ち
を
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
長
丸
た
み
江
、
沢
野
茂
美
、
沢
野
シ
ゲ
ノ
、
大
亀
豊
子
、
仙
才
清
、

日
浦
伊
八
（
坂
本
）
高
木
麟
太
郎
、
市
川
晴
一
郎
、
林
森
一
美
、
宮
本

豊
久
、
篠
塚
良
昭
、
水
口
秀
夫
（
与
川
内
）
平
山
つ
ぎ
の
、
稼
勢
広
英
、

桂
木
武
男
（
横
瀬
）
坪
井
芳
夫
、
清
水
正
一
、
松
並
武
夫
（
中
山
）
中

登
久
絵
、
稼
勢
一
男
（
立
川
）
中
西
幸
一
（
星
谷
）
大
奥
治
、
橋
谷
皓
、

大
岡
梅
子
（
沼
江
）
西
照
子
（
中
角
）
白
草
モ
ト
子
（
生
名
）
敏
鎌
博

（
久
国
）
の
各
氏
が
い
る
。
こ
の
人
ら
の
中
に
は
す
で
に
故
人
と
な
っ

た
人
も
多
い
は
ず
で
あ
り
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。
そ
し
て
、
現

在
の
平
成
の
勝
浦
の
歌
壇
は
横
瀬
の
中
田
ヤ
ス
エ
氏
の
綿
密
な
お
世
話

に
よ
り
毎
月
歌
会
を
開
き
盛
会
で
あ
る
。
上
記
の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」

は
そ
の
活
躍
状
況
で
あ
る
。

三
月
五
日
締
め
切
り川

柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田

万

里

四
月
五
日
締
め
切
り俳

句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

次
回
作
品
募
集

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す
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松

並

武

夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇
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の保健行事
日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

８ 木 食生活改善推進員研修会 ９:30～14:30 住民福祉センター 推進員 エプロン

９ 金
離 乳 食 講 習 会 13:00～13:30

農村環境改善

セ ン タ ー

平成18年９月１日～

平成19年１月31日ま

でに生まれた子

母子健康手帳
乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00

20 火 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

みんなの健康

三種混合予防接種について

現在実施しています百日咳・ジフテリア・破傷風三種混合予防接種は、19年４月１日から、定期

の予防接種の受け方が次のとおりになります。接種間隔を外れると任意接種になりますので母子健

康手帳、予防接種手帳を確認の上接種を終了しましょう。

百日咳 ジフテリア 破傷風

標準的接種期間 １期初回…生後３月に達した時から生後12月に達するまでの期間

１期追加…１期初回３回終了後12月に達した時から18月に達するまでの期間

（対象年齢は生後３～90月未満）

※接種は規定の接種間隔でなければ、任意接種で実費となります。

また、他の（定期予防接種分）予防接種についても、配布しています冊子“予防接種と子どもの

健康”を確認し定期内に接種をしましょう。
【問い合わせ】勝浦町福祉課保健師 （42）1502

３～８週間

１期初回

１回目接種

１期初回

２回目接種

１期初回

３回目接種

１期

追加接種３～８週間 12～18か月

勝
浦
町
に
は
、
食
生
活
の
改
善
や

運
動
の
普
及
推
進
を
通
じ
て
、
「
健
康

づ
く
り
の
輪
」
が
広
が
る
こ
と
を
願

い
食
生
活
改
善
推
進
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
平
成
九
年
に
結
成
さ
れ
、

早
く
も
十
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

徳
島
県
下
で
は
「
共
に
学
び
、
共

に
育
と
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
約
一

千
人
の
推
進
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
食
生
活
改
善
推
進

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
食

生
活
に
限
ら
ず
、
健
康
に
関
心
の
あ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。主

な
活
動
内
容

研
修
会
…
正
し
い
食
生
活
や
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
学
習
し
、

地
域
で
伝
達
講
習
な
ど
を

行
い
、
普
及
推
進
に
努
め

て
い
ま
す
。

講
習
会
…
料
理
講
習
、運
動
実
習
な
ど

募
集
人
員

約
二
十
人

会

費

年
間
一
、〇
〇
〇
円

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
三
月
十

六
日

ま
で
に
、
福
祉
課
保
健
師
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
４
２
）１
５
０
２

～
平
成
十
九
年
度

食
生
活
改
善
推
進
員
を

募
集
し
ま
す
～

月 日 内 容

平成18年６月15日 総 会

９月６日 研 修 会 食生活改善推進活動について
料理講習 「カルシウムを取ろう」

～乳製品を使った献立～

平成19年２月17日 男の料理教室との合同研修会

３月８日
料理講習会
「お野菜たっぷりレシピ」を使っての学習

「わが町の食事バランスガイド」の作成

その他 県での研修会等参加

≪平成18年度の実施内容≫
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
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こんな症状があったら要注意！
糖尿病は初期の段階では、ほとんど自覚症状がなく、そのため長い間放置されることの

多い病気です。以下のような症状がはっきりと現れてきた場合は、ある程度病状が進行し

ている可能性もありますので注意が必要です。

勝浦町では基本健康診査で血糖検査、ヘモグロビンＡ1ｃなど糖尿病の検査を実施して

います。自覚症状の有無にかかわらず、年に一度は必ずこれらの検査を受けましょう。

糖尿病は、早期発見と早期治療が要
かなめ

になります。

糖
尿
病
教
室
、
三
月
は
次
の
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に

つ
い
て
の
基
礎
知
識
や
食
事
・
薬

な
ど
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場

所

勝
浦
病
院
二
階

研
修
室

時

間

午
後
二
時
か
ら

一
時
間
程
度

費

用

無
料
で
す

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加
で

す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

勝

浦

病

院
だ

よ

り

３月の予定（いずれも火曜日）

日 担 当 内 容

６日 内科医師 糖尿病について

13日 坂口栄養士 食事について

20日 正瑞薬剤師 薬について

27日 亀山看護師長 一般生活と運動

※次回からは予防のポイントに

ついて掲載します

すぐに
お腹がすく

視力が
おとろえてきた

糖尿病の初期症状

糖尿病の症状糖尿病
シリーズ

やせてきたのが
目立つ

こむらがえりや手足の
しびれが起こる

皮膚がかゆく、

化
か

膿
のう

しやすい

トイレに立つことが
多く、尿量も多い

頻繁にのどが
かわく

保
健
だ
よ
り
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３月 ガラスビン収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

６日

（火）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

13日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

20日

（火）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

27日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

３月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

５日

（月）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

12日

（月）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

19日

（月）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

26日

（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

（
中
角
）
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

三
月
三
日

午
前
九
時
ま
で

（
横
瀬
）
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

三
月
十
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は

破
っ
て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も

で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ククリリーーンン情情報報

※登録している犬の場合は印鑑
と鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

３月 ６日 ･27日

平成18年６月１日から

飼い猫・飼い犬の

引取りが有料化に

なっています。

ボランティアグループ

「勝浦を考える会」古紙の回収にご協力を
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くくしがるば 遠 藤 徹

クジラの彼 有 川 浩

たぶん最後の御挨拶 東 野 圭 吾

かげろう 藤堂志津子

風は山河より 第三巻 宮城谷昌光

無線優雅 山 田 詠 美

図書準備室 田 中 慎 弥

夏のしっぽ 前 川 麻 子

戦場のニーナ なかにし礼

学園のパーシモン 井 上 荒 野

ワーキング・プア －アメリカの下層社会－

デイヴィッド・Ｋ．シプラー

下流志向 －学ばない子どもたち働かない若者たち－

内 田 樹

介護が裁かれるとき 横 田 一

《児童書》

うんてんするのはだあれ？

ゆきがふったら

おんちのイゴール

野原の音楽家マヌエロ

おふとんのくにのこびとたち

たからもの

ベンジーのいぬごや

ファルファリーナとマルセル

新着図書の一部紹介

２年 おか本 こうた

みんなで図書かんへ行

きました。

図書かんには本やビデ

オがたくさんありました。

本は何さつぐらいあるの

かなあと思っていたら、

四万さつぐらいあると聞

いて、すごいなあと思い

ました。ぼくは、３さい

のころから図書かんに行っ

ています。今までいっぱ

い行きました。これから

ももっと行きたいと思い

ます。いっぱい本を読ん

だりビデオを見たりした

いです。

２年 わたり りな

１月17日にみんなで図

書かんへ行きました。は

じめに、かん長さんのお

話を聞きました。地しん

のお話を聞いて、おそろ

しいなと思いました。本

が４万さつぐらいあると

いうことを知って、すご

くびっくりしました。図

書かんにある４万さつの

本をぜんぶ読んでみたい

と思いました。それから

「キョロちゃん」のビデ

オを見ました。おもしろ

かったので、またほかの

ビデオも見てみたいです。

改革を推進する聖徳太子の期待を背負

い、遣隋使に加わった留学生・高向玄理
たかむこのくろまろ

と南淵請安
みなみぶちのしょうあん

は、長安で大使・小野妹子か

ら思いがけない任務を命じられた。失わ

れた隋帝の国書の行方は!?

遥かなる大和 上・下

八 木 荘 司

★おはなし会

25日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にし

た紙芝居の読み聞かせで

す。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の

返却本は玄関横のブック

ポストに入れてください

３月の行事 ★ ３ 月 ★
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１１２１３１４１５１６１７

１８１９２０２１２２２３２４

２５２６２７２８２９３０３１

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

横瀬小学校

２年生15名が来館

図書館だより
�
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まちのうごき
平成19年１月16日～平成19年２月15日（敬称略）

人 口（平成19年１月31日現在）

世帯数 2,153戸
男性 3,068人
女性 3,308人
計 6,376人

出生 男 １人 女 ２人 計 ３人
死亡 男 ４人 女 ４人 計 ８人
転入 男 ２人 女 ３人 計 ５人
転出 男 ５人 女 ７人 計 12人

畑 名 耕 造 さん（横瀬） 梅 山 勝 義 さん（掛谷）

勝 谷 一 徳 さん（星谷） 桂木みち江 さん（横瀬）

光 井 泰 明 さん（掛谷） 匿 名

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（１月16日～２月15日）

ご結婚おめでとう

（
大字星谷字大明神

徳島市

澤 口 和 幸

山 恵利奈

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

お誕生おめでとう

大字中角字東山 ）谷 内 康 治
ひと美

二女 そ ら

大字中角字五十田 ）月 岡 智 也
忍

二男 哩
りん

徠
く

大字星谷字大明神 ）古 田 竜 二
翔 子

長男 春 結
しゅう

大字棚野字北川原 ）幸山 茂
順 子

三男 洋
ひろ

輝
き

日 時 ３月８日 午後１時30分～４時30分

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 ３月10日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ３月13日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで
※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

ご利用ください！
出張年金相談所

時間延長年金相談

日 時 場 所 備 考

３月２日

３月９日

３月16日

３月23日

午後1時～4時30分

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお

りますので、お気軽

にお問い合わせくだ

さい。 (42)4652

心配ごと相談

３月交流講座ご案内

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 ８ ・22 午後 7:30～9:30

踊 り 今月はお休みします

歌 謡 ８ ・29 午後 7:30～9:30

生け花 12 ・26 午後 7:30～9:30

大正琴 １ ・８ ・16
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

３月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１
○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午後６時～翌朝午前９時 休日:午後７時～翌朝午前９時

おくやみ申します

大字三溪字定岡 桂木カズヱ（88歳）

大字沼江字花紫壟 斧 上 馬 八（91歳）

大字沼江字野神 岡 マリミ（77歳）

大字沼江字一楽 北 野 正 一（83歳）

大字三溪字神谷 谷本ツネ子（89歳）

大字三溪字溝内 北 内 隆 重（71歳）

大字星谷字高関 野 口 和 子（74歳）
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